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は
じ
め
に

二
〇
〇
七
年
六
月
一
〇
日
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
連
邦
上
下
両
院
の
総

選
挙
が
実
施
さ
れ
、
下
院
の
結
果
は
、
そ
れ
ま
で
最
多
議
席
を
維
持

し
て
連
立
政
権
を
組
ん
で
い
た
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
自
由
党
（
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ

Ｖ
Ｌ
Ｄ
）
と
、
フ
ラ
ン
ス
語
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
八

議
席
（
前
回
〔
二
〇
〇
三
年
〕
比
七
減
）
と
二
五
議
席
（
同
五
減
）

と
議
席
を
減
ら
し
、
代
わ
り
に
右
派
政
党
Ｎ
‐
Ｖ
Ａ
と
選
挙
協
力
を

結
ん
だ
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
（
Ｃ
Ｄ
＆
Ｖ
）
は
三
〇

議
席
（
同
八
増
）
と
議
会
第
一
党
に
躍
進
し
た＊

１

。
選
挙
後
、
Ｃ
Ｄ
＆

Ｖ
党
首
イ
ヴ
・
ル
テ
ル
ム
（Y

ve Leterm
e

）
は
国
王
の
組
閣
要
請

を
受
け
て
、自
党
と
フ
ラ
ン
ス
語
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党（
Ｃ
Ｄ
Ｈ
）（
シ

ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
：
青
）
に
、
言
語
境
界
を
越
え
た
政
党
グ
ル
ー
プ
と

し
て
第
一
党
（
四
一
議
席
）
と
な
っ
た
自
由
党
政
党
（
フ
ラ
ン
デ
レ

ン
側
：
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ｖ
Ｌ
Ｄ
、
フ
ラ
ン
ス
語
側
：
Ｍ
Ｒ
、
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
ー
：
オ
レ
ン
ジ
）
を
加
え
た
青
い
オ
レ
ン
ジ
（l'O

range bleue

）

と
呼
ば
れ
る
連
立
政
権
の
樹
立
に
乗
り
出
す
。
し
か
し
組
閣
作
業
は

国
家
再
編
に
関
す
る
連
立
協
定
の
締
結
を
め
ぐ
る
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
側

と
フ
ラ
ン
ス
語
側
の
対
立＊

２

に
よ
り
難
航
し
、
選
挙
後
一
四
九
日
目
の

一
一
月
六
日
に
は
新
政
権
不
在
の
戦
後
の
最
長
記
録
を
更
新
す
る
。

イ
ヴ
・
ル
テ
ル
ム
は
す
で
に
八
月
二
四
日
に
組
閣
を
い
っ
た
ん
断
念

し
て
い
た
が
、
国
王
の
重
な
る
組
閣
要
請
を
受
け
て
再
度
組
閣
に
努

ベ
ル
ギ
ー
の
連
邦
化
の
危
機

―
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
と
多
極
共
存
型
民
主
主
義
の
観
点
か
ら

若
林　

広

特
集
―

１
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
現
在
―
―
国
民
国
家
の
内
と
外
で



084085 ベルギーの連邦化の危機

力
し
た
が
、
一
二
月
一
日
に
再
び
組
閣
断
念
を
表
明
す
る
。
一
二
月

に
入
り
、
二
〇
〇
八
年
予
算
の
策
定
な
ど
の
課
題
が
山
積
し
た
こ
と

に
よ
り
、
一
〇
日
に
は
新
政
府
発
足
ま
で
の
残
務
処
理
を
行
っ
て
い

た
現
首
相
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
が
新
た
に
緊
急
課
題
に
対
処
す
る

た
め
の
暫
定
政
府
を
組
織
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に

ベ
ル
ギ
ー
の
政
治
危
機
は
長
期
化
の
様
相
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の

原
因
は
い
か
な
る
要
因
に
帰
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
、
世
界
各
地
で
は
二
つ
の
異
な
る
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が

進
行
し
つ
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
し
ば
し
ば
「
経
済
」
の
形
容
詞

（Econom
ic regionalism

）
が
つ
く
国
家
上
位
レ
ベ
ル
で
進
行
す

る
、
国
際
地
域
統
合
（International regionalism

）
と
も
呼
ば
れ

る
、
複
数
国
家
統
合
の
流
れ
で
あ
る
。
そ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
は
依
然
と

し
て
経
済
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
の
よ
う
に
政
治
統
合
の
段
階
に
進
む
も
の
も
現
れ
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
国
家
下
位
で
進
行
す
る
、

自
治
権
の
拡
大
、
な
い
し
は
地
方
分
権
化
、
連
邦
主
義
と
い
わ
れ
る

動
き
で
あ
る＊

３

。
ア
ジ
ア
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で

進
む
こ
れ
ら
二
つ
の
流
れ
は
、「
国
家
の
機
能
不
全
」
と
い
う
根
本

的
な
要
因
を
共
有
す
る
以
外
、
基
本
的
に
は
独
立
し
た
力
学
下
で
進

行
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
近

年
、
国
家
か
ら
地
域
統
合
体
（
Ｅ
Ｕ
）
へ
の
権
限
の
移
譲
に
注
目
す

る
伝
統
的
な
国
際
統
合
研
究
に
加
え
、
Ｅ
Ｕ
が
構
成
国
の
政
治
、
政

策
、
さ
ら
に
は
政
体
に
対
し
て
与
え
る
影
響
に
注
目
す
る
観
点
が
台

頭
し
つ
つ
あ
る
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
（Europeanization

）＊
４」

と
呼
ば

れ
る
こ
の
現
象
は
、
ベ
ル
ギ
ー
を
含
め
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
地
方

分
権
化
過
程
に
、
他
の
地
域
の
国
々
と
は
異
な
る
影
響
を
与
え
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
特
異
な
状
況
が
ベ
ル

ギ
ー
の
国
家
再
編
の
危
機
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、

ま
た
は
い
な
い
の
か
、
ベ
ル
ギ
ー
政
治
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
と
い

わ
れ
る
多
極
共
存
型
民
主
主
義
か
ら
の
説
明
の
可
能
性
を
含
め
て
分

析
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

第
Ⅰ
章
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
国
家
再
編
過
程
を
、
最
近
の
状
況
に

焦
点
を
あ
て
て
概
観
す
る
。第
Ⅱ
章
で
は
、ま
ず
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
」

の
概
念
を
説
明
し
、
そ
れ
が
ベ
ル
ギ
ー
の
分
権
体
制
に
、
い
か
な
る

形
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
、
既
存
の
分
析
に
基
づ
い
て
考
察

す
る
。
最
後
に
結
論
で
現
在
の
政
治
危
機
を
説
明
す
る
要
因
を
、
多

極
共
存
型
民
主
主
義
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

Ⅰ　

一
九
九
三
年
憲
法
改
正
以
降
、
政
治
危
機

　
　

に
い
た
る
ま
で
の
国
家
再
編
過
程

１　

一
九
九
三
年
憲
法
改
正
ま
で

ベ
ル
ギ
ー
の
分
権
化
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
人
民
連
合
（
フ

ラ
ン
デ
レ
ン
地
域
）、
フ
ラ
ン
ス
語
民
主
同
盟
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
地

域
）、
ワ
ロ
ン
連
合
（
ワ
ロ
ン
地
域
）
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
政

党
の
台
頭
を
受
け
て
、
キ
リ
ス
ト
教
党
、
自
由
党
、
社
会
党
の
伝

統
三
大
全
国
政
党
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
下
で
一
九
七
〇
年
か
ら
始

ま
っ
た
（D

e W
inter et al. 2006: 934-938

）。
一
九
七
〇
年
代
の

憲
法
改
正
に
よ
り
、
人
に
帰
す
る
権
限
を
有
す
る
「
文
化
共
同
体
」

（
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
単
に
「
共
同
体
」
と
改
称
。
オ
ラ
ン
ダ
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
三
共
同
体
）
と
土
地
に
帰
す
る
権
限
を
有

す
る
「
地
域
」（
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
、
ワ
ロ
ン
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
三
地

域
）
と
い
う
分
権
化
の
受
け
皿
概
念
が
創
出
さ
れ
た
も
の
の
、
分
権

化
の
現
実
は
行
政
的
分
権
化
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た

だ
し
、
地
域
・
共
同
体
に
関
す
る
憲
法
の
改
正
や
特
別
立
法
で
は
、

議
会
全
体
の
三
分
の
二
の
過
半
数
に
加
え
、
各
言
語
グ
ル
ー
プ
の
過

半
数
の
同
意
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
法
制
化
が
言
語
バ
ラ
ン
ス
を
変

更
す
る
と
み
な
さ
れ
る
場
合
は
、
警
報
（sonnette d'alarm

e

）
が

発
出
さ
れ
、
採
決
に
は
各
言
語
グ
ル
ー
プ
の
四
分
の
三
の
同
意
が
必

要
と
の
原
則
が
、
こ
の
時
期
ま
で
に
確
立
す
る
。
し
か
し
、
そ
の

後
、
地
域
政
党
は
さ
ら
に
支
持
を
伸
ば
し
、
そ
の
対
抗
策
と
し
て
三

大
全
国
政
党
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
言
語
別
の
政
党
に
分
裂
す
る＊

５

。
結
果

一
九
八
〇
年
代
に
入
り
、
地
域
へ
の
実
質
的
な
権
限
の
移
譲
が
本
格

化
す
る
。
し
か
し
三
つ
の
地
域
の
う
ち
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
首
都
圏
地
域

へ
の
権
限
の
移
譲
（
と
く
に
地
域
議
会
の
設
置
）
は
、
そ
れ
が
全
国

的
な
言
語
別
人
口
割
合
と
、
各
言
語
グ
ル
ー
プ
が
支
配
的
な
地
域
の

②

③ ④

図 1　ベルギーの「地域」と「共同体」

言語地域 共同体 地域

①

②

③

④

フランス語
共同体

ドイツ語
共同体

ブリュッセル
首都圏地域

ワロン地域

フランデレン
①
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数
と
の
間
に
逆
転
現
象
を
引
き
起
こ
す
と
の
懸
念
に
よ
り
、
八
〇
年

代
末
ま
で
実
現
せ
ず
、
結
局
一
九
九
三
年
、
三
地
域
議
会
議
員
の
上

院
へ
の
代
表
派
遣
が
、
共
同
体
議
会
を
間
に
挟
む
形
で
、
両
言
語
グ

ル
ー
プ
間
の
平
衡
を
取
る
と
の
合
意
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ベ

ル
ギ
ー
は
連
邦
国
家
と
し
て
の
体
制
を
整
え
た＊

６

。

２　

一
九
九
〇
年
代
後
半
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
地
域
の

　

国
家
再
編
論
議
の
動
き

一
九
九
三
年
の
憲
法
改
正
ま
で
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
ド
イ
ツ
流
の
協

調
的
連
邦
主
義
の
下
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
へ
の
対

応
が
な
さ
れ
て
き
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
一
九
九
三
年
の
憲
法
改

正
は
フ
ラ
ン
ス
語
系
住
民
に
と
っ
て
は
国
家
再
編
成
の
終
着
点
と

解
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
住
民
に
と
っ
て
同
改

正
は
国
家
再
編
の
単
な
る
一
通
過
点
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

（Jacques et al. 2001: 6

）。
一
九
九
〇
年
代
中
葉
ま
で
、
国
家
再
編

に
関
す
る
議
論
は
新
た
に
大
き
く
再
燃
し
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
六

年
以
降
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
側
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。

フ
ラ
ン
デ
レ
ン
側
か
ら
の
動
き
は
当
初
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
地
域
レ

ベ
ル
で
開
始
さ
れ
る
。
ま
ず
一
九
九
六
年
九
月
一
六
日
に
フ
ラ
ン
デ

レ
ン
政
府
に
近
い
五
人
の
法
律
家
に
よ
っ
て
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の

た
め
の
憲
法
試
案
（Proeve van grondw

et voor V
laandereen: 

Essai de Constitution pour la Flandre

）」
が
公
表
さ
れ
る
。
同

試
案
は
、
あ
く
ま
で
も
五
人
の
個
人
的
な
案
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン

デ
レ
ン
議
会
議
長
で
あ
る
ノ
ー
ベ
ー
ル
・
デ
バ
セ
リ
エ
（N

orbert 
de Batselier

）
と
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
政
府
首
相
で
あ
る
リ
ュ
ッ
ク
・

フ
ァ
ン
デ
ブ
ラ
ン
デ
（Luc van de Brande

）
の
二
人
が
前
書
き

を
書
い
て
い
た
こ
と
は
そ
れ
な
り
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

同
試
案
の
著
者
は
、
同
試
案
が
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
分
離
運
動
や
国

家
連
合
（Confédéralism

e

）
の
創
設
を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
と

主
張
し
て
い
た
が
、
そ
の
内
容
は
既
存
の
連
邦
構
造
と
矛
盾
す
る
点

が
散
見
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
同
試
案
第
三
条
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の

領
土
は
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
語
地
域
と
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
二
言
語
地
域
で

あ
る
と
、
は
っ
き
り
述
べ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
連
邦
憲
法
が
ベ
ル

ギ
ー
が
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
、
ワ
ロ
ン
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
三
地
域
か
ら

成
り
立
つ
と
し
て
い
た
の
に
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た

（Brassinne 1997: 42

）。
さ
ら
に
連
邦
憲
法
は
言
語
使
用
の
選
択
は

自
由
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
憲
法
試
案

は
言
語
選
択
の
自
由
を
認
め
つ
つ
も
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
公
用
語
は

オ
ラ
ン
ダ
語
（
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
語
）
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
条

例
レ
ベ
ル
で
の
み
定
め
て
い
た
行
政
、
教
育
、
社
会
関
係
な
ど
に
お

け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
の
使
用
を
明
文
化
し
て
い
た
（Brassinne 1997: 

46

）。
こ
れ
は
と
く
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
郊
外
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
地
域

に
在
住
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
系
住
民
に
対
す
る
言
語
的
特
別
措
置
の
維

持
に
不
確
定
性
を
挟
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
試
案
が
意
味
す

る
の
は
、
ベ
ル
ギ
ー
が
三
地
域
か
ら
成
り
立
つ
と
す
る
連
邦
憲
法
に

対
し
て
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
地
域
を
ド
イ
ツ
語
共
同
体
と
同
じ
レ
ベ
ル

に
ま
で
権
限
を
縮
小
し
て
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
語
共
同
体

の
共
同
管
理
下
に
お
き
、
二
大
共
同
体
に
よ
る
連
邦
の
運
営
を
目
指

し
た
も
の
と
い
え
る
。
同
試
案
は
も
ち
ろ
ん
連
邦
レ
ベ
ル
で
い
か
な

る
拘
束
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
以
下
に
述
べ
る
フ
ラ
ン

デ
レ
ン
政
府
覚
書
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
議
会
で
の

国
家
再
編
論
議
の
方
向
性
を
定
め
る
も
の
と
な
る
。

試
案
の
公
表
に
前
後
し
て
、
リ
ュ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
デ
ブ
ラ
ン
デ
率

い
る
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
政
府
は
、
一
九
九
六
年
二
月
に
す
で
に
、
フ
ラ

ン
デ
レ
ン
議
会
に
宛
て
た
制
度
改
革
に
関
す
る
政
府
覚
書
を
公
表
し

て
い
た
。
同
覚
書
は
、
ま
ず
地
域
と
共
同
体
に
付
与
さ
れ
た
権
限
の

不
均
一
性
、
お
よ
び
そ
の
実
現
に
必
要
と
さ
れ
る
財
政
手
段
の
不
整

合
性
に
注
目
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
覚
書
は
、新
た
な
権
限
の
委
譲
、

財
政
の
自
律
性
の
拡
大
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
地
域
が
注
目
す
る
一
般
懸

念
事
項
の
三
点
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
問
題
点
を
列
挙
し
て
い

た
（Pagano 2000: 9

）。

第
一
の
、
権
限
の
不
均
一
性
に
対
処
す
る
新
た
な
権
限
の
拡
大
と

し
て
覚
書
は
、
州
・
市
町
村
法
、
家
族
・
保
健
政
策
、
雇
用
政
策
、

科
学
技
術
政
策
、対
外
貿
易
、通
信
、運
輸（
と
く
に
ベ
ル
ギ
ー
国
鉄
）、

統
計
、
開
発
協
力
、
企
業
財
務
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
農
業
・
漁
業
な
ど

の
全
面
的
、
な
い
し
は
部
分
的
な
脱
連
邦
化
（défédéralisation

）

を
主
張
し
て
い
た
。
第
二
に
覚
書
は
、
財
源
の
自
律
性
（
独
自
財
源

の
拡
大
）
を
主
張
し
て
い
た
が
、
そ
こ
に
は
地
域
独
自
の
予
算
手
続

き
、
会
計
検
査
の
地
域
化
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
第
三
の
、
フ
ラ

ン
デ
レ
ン
地
域
が
注
目
す
る
一
般
的
な
懸
念
事
項
と
し
て
は
、
①
ベ

ル
ギ
ー
国
鉄
や
ベ
ル
ギ
ー
国
立
銀
行
な
ど
の
連
邦
機
関
へ
の
地
域
の

参
加
、
②
フ
ラ
ン
ス
語
共
同
体
、（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
）
フ
ラ
ン
ス

語
共
同
体
委
員
会
（Com

m
ission com

m
unautaire française

）＊
７

の
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
地
域
に
在
住
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
系
住
民
へ
の
便

宜
措
置
政
策
の
禁
止
、
③
上
・
下
院
連
邦
議
会
選
挙
お
よ
び
欧
州
議

会
選
挙
に
お
け
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
首
都
圏
地
域
と
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

郊
外
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
地
域
の
、
フ
ラ
ン
ス
語
系
住
民
が
住
む
）
ア
ル

‐
ヴ
ィ
ル
ヴ
ォ
ル
ド
（H

al-V
ilvorde

）
選
挙
区
の
分
離
、
お
よ
び

そ
れ
に
関
連
し
た
母
語
以
外
の
地
域
に
住
む
住
民
に
対
す
る
言
語
支

援
策
（facilités linguistiques

）
の
再
検
討
、
④
地
域
間
の
連
帯
の

必
要
性
は
認
め
つ
つ
も
、
正
当
化
で
き
な
い
不
必
要
な
（
と
く
に
社

会
保
障
関
連
の
）
地
域
間
の
財
政
移
転
の
中
止
と
い
っ
た
四
点
が
あ

げ
ら
れ
て
い
た
（Pagano 2000: 10-11

）。

フ
ラ
ン
デ
レ
ン
議
会
は
、
一
九
九
六
年
二
月
か
ら
三
年
に
わ
た
り

制
度
改
革
委
員
会
に
お
い
て
、
政
府
覚
書
が
提
案
し
た
内
容
に
ひ
と

つ
ひ
と
つ
検
討
を
加
え
、
一
九
九
九
年
二
月
に
は
、
主
要
政
党
間
で

一
応
の
決
議
案
に
合
意
す
る
。
政
権
野
党
の
Ｖ
Ｌ
Ｄ
が
賛
成
し
、
政

権
与
党
の
社
会
党
が
社
会
保
障
の
脱
連
邦
化
に
反
対
し
て
棄
権
に
回

る
な
ど
、
委
員
会
レ
ベ
ル
の
採
決
に
お
い
て
も
各
党
の
思
惑
は
す
で

に
広
が
っ
て
い
た
が
、
そ
の
傾
向
は
本
会
議
に
お
い
て
さ
ら
に
先
鋭
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化
し
、
そ
の
結
果
、
同
決
議
案
の
本
会
議
で
の
一
括
採
決
は
不
可
能

と
な
り
、
三
月
三
日
同
決
議
案
は
、
①
連
邦
制
に
お
け
る
、
補
完
性

の
原
則
や
欧
州
統
合
と
の
整
合
性
、
二
大
共
同
体
か
ら
な
る
連
邦
制

な
ど
を
確
認
し
た
「
一
般
原
則
と
目
的
」、
②
「
財
政
の
自
律
性
」、

③
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
問
題
」、
④
「
権
限
の
委
譲
」、
⑤
「
そ
の
他
の

懸
念
事
項
」
の
五
つ
に
分
け
て
採
決
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
可
決

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
決
議
は
結
果
と
し
て
、
連
邦
制
の
制
度
面
、
権

限
の
配
分
、
財
政
基
盤
に
関
し
て
現
行
の
体
制
の
大
き
な
変
更
を
目

指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
制
度
で
は
、
二
つ
の
連
邦
構
成
「
国

家
」（Etats fédérés　

フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
ワ
ロ
ン
フ
ラ
ン
ス
語
圏
）

と
、付
与
さ
れ
る
権
限
が
よ
り
限
定
的
な
二
つ
の
連
邦
構
成「
領
土
」

（territoires fédérés　

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
首
都
圏
地
域
と
ド
イ
ツ
語
共

同
体
）
の
設
立
が
目
指
さ
れ
て
い
た
（Pagano 2000: 7

）。

こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
憲
法
試
案
が
目
指
し
た
諸
主
張
の

一
部
は
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
議
会
に
お
け
る
決
議
と
し
て
実
質
的
な
も

の
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
一
九
九
九
年
以
降
、
連
邦
レ
ベ
ル
の
論
議

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

３　

二
〇
〇
〇
年
代
の
連
邦
レ
ベ
ル
の
国
家
再
編
論
議

連
邦
レ
ベ
ル
で
の
制
度
改
革
論
議
が
始
ま
る
大
き
な
要
因
と
し

て
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
議
会
決
議
が
あ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
他
に
も
い
く
つ
か
の
要
因
が
存
在
し
て
い
た
。
ま
ず
、
連
邦
上

ブリュッセル
首都圏地域

KraainemKraainem

Wezembeek-
Oppem
Wezembeek-
Oppem

LinkebeekLinkebeek
Rhode-St-
Genèse
Rhode-St-
Genèse

DrogenbosDrogenbos

WemmelWemmel

図 2　ブリュッセル周辺の言語特別措置地区（斜線部分）

院
は
上
院
制
度
関
連
委
員
会
が
作
成
し
た
「
新
た
な
連
邦
構
造
の

機
能
評
価
に
関
す
る
報
告
書
」
を
一
九
九
九
年
三
月
三
〇
日
に
採

択
し
て
い
た
。
同
委
員
会
の
創
設
、
お
よ
び
同
報
告
書
の
作
成
は

一
九
九
五
年
六
月
二
八
日
の
政
府
合
意
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
そ
こ
で
は
①
連
邦
、
地
域
、
共
同
体
間
の
権
限
の
配
分
、
②
財

政
、
科
学
技
術
、
行
政
と
い
っ
た
権
限
配
分
の
そ
の
他
の
側
面
、
③

諸
機
関
の
機
能
の
三
側
面
に
分
け
た
検
討
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
側
が
要
求
す
る
地
域
間
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ヴ
な
項
目

に
つ
い
て
は
、
共
同
体
間
の
対
話
・
協
力
を
謳
う
の
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
（Jacques et al. 2001: 11-12

）。

こ
れ
に
さ
か
の
ぼ
る
一
九
九
九
年
一
月
一
八
日
に
は
、
人
民
連
合

所
属
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
議
員
が
、
憲
法
改
正
の
動
議
を
連
邦
議
会
に
提

出
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
系
議
員
は
こ
れ
に
す
ば
や
く
反
応
し

て
、
憲
法
改
正
の
対
象
に
は
共
同
体
の
権
限
変
更
を
伴
う
事
項
を

い
っ
さ
い
含
ま
な
い
こ
と
が
約
束
さ
れ
る
（Jacques et al. 2001: 

12-14

）。
こ
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
事
件
を
経
て
二
大
共
同
体
間
に

あ
る
種
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
き
て
い
た
。

一
九
九
九
年
六
月
一
三
日
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
連
邦
総
選
挙
が
実
施

さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
人
民
党
に
代
わ
っ
て
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
自
由
民

主
党
（
Ｖ
Ｌ
Ｄ
）
党
首
ギ
・
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
が
ワ
ロ
ン
、
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
の
自
由
党
（
Ｐ
Ｒ
Ｌ
、
Ｆ
Ｄ
Ｆ
）
や
社
会
党
、
緑
の
党

と
の
連
立
交
渉
を
行
い
、
七
月
一
二
日
戦
後
初
め
て
の
自
由
党
主
導

の
政
府
が
誕
生
す
る
。「
虹
」
の
政
府
（gouvernem

ent fédéral 

arc-en-ciel 

）＊
８

と
呼
ば
れ
る
こ
の
連
立
政
権
は
七
月
七
日
に
交
わ
さ

れ
た
政
策
合
意
（「
二
一
世
紀
に
向
け
た
道
」La voie vers le X

X
I 

siècle

）
に
お
い
て
共
同
体
間
の
緊
張
を
恒
久
的
に
取
り
除
き
、
共

同
体
・
地
域
間
の
協
調
的
な
関
係
の
構
築
を
目
指
し
た
制
度
刷
新
政

府
間
議
会
間
会
議
（CIIRI: Conférence intergouvernem

entale 
et interparlem

entaire du renouveau institutionnel

）＊
９

の
開
催

を
約
束
し
て
い
た
（Brassinne de la Buissière 2005: 7

）。

こ
の
政
府
方
針
を
受
け
て
、
同
会
議
は
二
〇
〇
〇
年
四
月
初
頭
に

は
農
業
・
漁
業
と
対
外
貿
易
の
地
域
へ
の
権
限
委
譲
に
関
し
て
一
応

の
合
意
を
み
る
。
農
業
・
漁
業
の
地
域
化
に
関
す
る
合
意
で
は
、
同

分
野
の
地
域
へ
の
権
限
の
委
譲
を
終
結
さ
せ
る
形
で
、
大
陸
棚
に
関

す
る
権
限
を
除
き
、
農
業
・
漁
業
政
策
の
全
般
が
地
域
に
移
管
さ

れ
、
連
邦
は
明
示
的
に
示
さ
れ
た
分
野
以
外
は
同
分
野
に
つ
い
て
は

す
べ
て
の
権
限
を
失
う
形
に
な
っ
た
。
対
外
貿
易
も
す
で
に
多
く
の

事
項
に
お
い
て
地
域
化
が
進
ん
で
い
た
が
、
本
合
意
に
よ
り
さ
ら
に

そ
れ
が
進
展
し
、
連
邦
政
府
が
管
轄
す
る
分
野
は
、
貿
易
の
資
金
運

用
分
野
（
国
家
貿
易
補
償
）
や
国
連
食
料
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）、
世

界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
な
ど
の
国
際
機
関
に
お
け
る
交
渉
権
の
み

に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
政
権
に
お
い

て
初
め
て
試
み
ら
れ
た
制
度
刷
新
会
議
は
、
こ
の
よ
う
に
連
邦
か
ら

地
域
へ
の
権
限
の
委
譲
に
限
ら
れ
、
そ
こ
で
の
合
意
は
国
家
制
度
に

手
を
つ
け
る
ど
こ
ろ
か
、
地
域
・
共
同
体
間
の
力
の
バ
ラ
ン
ス
に
も

ま
っ
た
く
影
響
を
与
え
な
い
分
野
に
限
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

‘
              ’
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で
き
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
当
時
、
共
同
体
間
の
緊
張
を
高
め
る
要
因

が
も
う
存
在
し
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

両
共
同
体
に
配
分
さ
れ
る
教
育
関
連
予
算
は
、
一
九
八
九
年

の
共
同
体
・
地
域
特
別
財
政
法
に
よ
り
過
渡
的
（
一
九
八
九
～

一
九
九
八
年
）
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
側
五
七
・
五
五
％
、
フ
ラ
ン
ス
語

側
四
二
・
四
五
％
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
に
フ
ラ
ン
ス

語
側
の
財
政
逼
迫
が
明
白
と
な
り
、
配
分
の
再
調
整
が
急
務
と
な
っ

て
い
た
。
デ
ハ
ー
ネ
政
権
末
期
に
再
調
整
が
試
み
ら
れ
た
も
の
の
、

結
局
再
調
整
の
最
終
合
意
は
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
連
立
政
権
合
意

の
一
環
と
し
て
一
九
九
九
年
一
二
月
一
日
に
実
現
す
る
。
合
意
日
の

聖
人
名
を
取
っ
て
サ
ン
テ
ロ
ワ
（Saint-Éloi
）
合
意
と
呼
ば
れ
る
こ

の
合
意
は
、
連
邦
・
地
域
・
共
同
体
間
協
調
委
員
会
（Com

ité de 
concertation Etat fédéral-entités fédérées

）＊＊
＊

と
い
う
出
席
者
を

限
定
し
た
枠
組
み
で
の
交
渉
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

サ
ン
テ
ロ
ワ
合
意
は
自
由
党
主
導
の
政
権
に
お
け
る
初
め
て
の
政

治
合
意
で
あ
っ
た
。
共
同
体
が
対
立
す
る
予
算
配
分
問
題
を
あ
え
て

協
調
委
員
会
の
場
に
お
い
て
検
討
し
た
こ
と
に
よ
り
、
民
族
主
義
政

党
Ｖ
Ｕ
の
影
響
力
を
抑
え
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
と
い
え
る
。
よ
っ

て
そ
の
後
の
政
治
合
意
も
、同
様
の
形
が
取
ら
れ
、Ｃ
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
は
、

二
〇
〇
〇
年
四
月
の
合
意
後
は
、
あ
ま
り
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
も
な
く
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
に
は
閉
幕
す
る
。

サ
ン
テ
ロ
ワ
合
意
の
成
功
を
受
け
て
、
協
調
委
員
会
で
は
そ
の
後

も
地
域
・
共
同
体
に
対
す
る
さ
ら
な
る
財
源
付
与
に
つ
い
て
の
議
論

が
続
け
ら
れ
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
一
七
日
、
委
員
会
は
財
源
付
与

に
関
す
る
基
本
原
則
に
つ
い
て
の
合
意
に
成
功
す
る
。
交
渉
が
行
わ

れ
た
建
物
名
を
取
り
ラ
ン
ベ
ー
ル
モ
ン
（Lam

berm
ont

）
合
意
と

呼
ば
れ
る
。
こ
の
合
意
の
具
体
的
な
法
制
措
置
と
し
て
、
二
〇
〇
一

年
七
月
一
三
日
に
は
「
権
限
の
委
譲
」
と
「
共
同
体
へ
の
財
源
付
与

と
地
域
の
財
政
的
自
律
性
」に
関
す
る
二
つ
の
特
別
法
が
成
立
す
る
。

こ
の
結
果
、
制
度
刷
新
会
議
で
合
意
さ
れ
た
農
業
・
漁
業
、
対
外
貿

易
に
関
す
る
権
限
委
譲
に
も
、
具
体
的
な
財
政
的
裏
づ
け
が
で
き
、

よ
っ
て
そ
の
地
域
化
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

サ
ン
テ
ロ
ワ
、
ラ
ン
ベ
ー
ル
モ
ン
の
二
つ
の
合
意
に
成
功
し
た
政

府
は
、
二
〇
〇
一
年
四
月
二
九
日
に
は
さ
ら
に
新
た
な
政
治
合
意
の

締
結
に
成
功
す
る
。
ロ
ン
バ
ー
ル
（Lom

bard

）
合
意
と
呼
ば
れ
る

こ
の
合
意
は
、
こ
れ
ま
で
の
合
意
と
は
異
な
り
、
共
同
体
間
の
セ
ン

シ
ィ
テ
ィ
ヴ
な
問
題
で
あ
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
地
域
議
会
の
選
挙
法
に

関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
首
都
圏
地
域
の
議
席
は
、

従
来
七
五
議
席
と
さ
れ
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
系
と
フ
ラ
ン
ス
語
系
の
議

席
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
獲
得
し
た
票
数
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い
た

が
、
新
し
い
配
分
方
法
で
は
、
ま
ず
総
議
席
数
が
八
九
議
席
に
拡
大

さ
れ
、
か
つ
フ
ラ
ン
ス
語
系
七
二
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
系
一
七
と
事
前

に
配
分
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
少
数
派
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
系

住
民
に
と
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
系
住
民
の
増
加
に
楔
を
打
つ
重
要
な

要
素
と
な
る
。
ま
た
比
例
選
挙
投
票
後
の
諸
政
党
の
得
票
数
の
合
算

が
可
能
と
な
り
、
こ
の
結
果
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
系
の
民
主
的
弱
小
政

党
の
無
駄
票
が
救
済
さ
れ
、
そ
の
結
果
極
右
フ
ラ
ー
ム
ス
ブ
ロ
ッ
ク

の
進
出
を
阻
止
す
る
こ
と
が
図
ら
れ
た
（N

assaux 2002: 18-19

）。

ロ
ン
バ
ー
ル
合
意
の
内
容
も
、ラ
ン
ベ
ー
ル
モ
ン
合
意
の
内
容
と
同
じ

く
二
〇
〇
一
年
七
月
一
三
日
の
特
別
法
の
な
か
で
法
制
化
さ
れ
る
。

ロ
ン
バ
ー
ル
合
意
に
よ
り
、
二
大
共
同
体
間
の
バ
ラ
ン
ス
に
影
響

を
与
え
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
問
題
に
着
手
で
き
た
政
府
は
、
そ
の
後

二
〇
〇
二
年
四
月
二
六
日
の
政
治
刷
新
（renouveau politique

）

合
意
に
よ
り
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
‐
ア
ル
‐
ヴ
ィ
ル
ヴ
ォ
ル
ド

（Bruxelles-H
al-V

ilvorde: BH
V

）選
挙
区
の
改
革
に
も
着
手
す
る
。

同
合
意
に
よ
れ
ば
、
各
言
語
政
党
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
ア
ル
‐
ヴ
ィ

ル
ヴ
ォ
ル
ド
両
地
区
に
同
一
の
候
補
者
リ
ス
ト
を
提
出
で
き
、
得
票

数
も
両
地
区
の
合
算
に
よ
り
、
実
質
的
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
住
民
が
主

張
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
系
住
民
が
多
数
派
の
ア
ル
‐
ヴ
ィ
ル
ヴ
ォ
ル
ド

地
区
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
選
挙
区
か
ら
の
分
離
は
回
避
さ
れ
た
。
し
か

し
同
合
意
を
法
制
化
し
た
二
〇
〇
二
年
一
二
月
一
三
日
の
二
つ
の
改

正
選
挙
法
に
対
し
て
、
仲
裁
裁
判
所
は
二
〇
〇
三
年
二
月
二
六
日
と

五
月
二
六
日
の
裁
定
に
よ
り
こ
れ
を
違
憲
と
し
、
二
〇
〇
七
年
ま
で

に
是
正
措
置
を
取
る
よ
う
命
令
す
る＊＊

＊

。
こ
の
問
題
は
そ
の
後
の
政
治

交
渉
の
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
く
る
。

二
〇
〇
三
年
五
月
一
八
日
の
連
邦
総
選
挙
の
結
果
を
受
け
て
、
第

二
次
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
政
権
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
今
回
の
連

立
政
府
樹
立
の
た
め
の
政
党
間
合
意
で
は
共
同
体
間
の
対
立
緩
和

の
機
関
と
し
て
、
引
き
続
き
協
調
委
員
会
の
役
割
を
重
要
視
し
て

い
た
が
、
他
方
、
共
同
体
、
地
域
が
広
く
か
か
わ
る
組
織
と
し
て

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
（Forum

）」
と
名
づ
け
る
機
関
の
設
立
も
謳
っ
て
い

た
（Brassinne de la Buissière 2005: 20

）。
二
〇
〇
三
年
一
一

月
の
初
頭
に
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
討
議
の
た
た
き
台
と
な
る
基
本

文
書
の
作
成
も
表
明
さ
れ
た
が
、
結
局
、
翌
二
〇
〇
四
年
六
月
の
欧

州
議
会
・
地
域
・
共
同
体
選
挙
を
見
据
え
て
、
各
政
党
は
共
同
体
・

地
域
に
関
す
る
主
張
の
ト
ー
ン
を
高
め
て
い
く
。
と
く
に
フ
ラ
ン
デ

レ
ン
に
お
い
て
は
二
〇
〇
二
年
四
月
の
政
治
刷
新
合
意
で
は
解
決
し

な
か
っ
た
Ｂ
Ｈ
Ｖ
選
挙
区
問
題
が
そ
の
要
求
の
中
心
的
課
題
と
な
っ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
は
実
質
的
に

不
可
能
と
さ
れ
、二
〇
〇
四
年
一
月
そ
の
開
催
の
延
期
が
決
定
し
た
。

二
〇
〇
四
年
六
月
の
地
域
・
共
同
体
議
会
選
挙
で
は
、
キ
リ
ス
ト

教
政
党
が
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
地
域
政
府
へ
の
返
り
咲
き
を
果
た
す
。
結

果
、
連
邦
政
府
と
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
地
域
政
府
間
で
一
種
の
ね
じ
れ

現
象
が
起
こ
る
（Sw

enden and Jans 2006: 883

）。
二
〇
〇
四
年

一
〇
月
一
二
日
、
連
邦
政
府
は
総
合
政
策
声
明
を
明
ら
か
に
し
て
、

フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
首
相
は
、
あ
ら
た
め
て
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

開
催
を
提
唱
す
る
が
、
Ｂ
Ｈ
Ｖ
問
題
は
こ
の
と
き
す
で
に
六
月
の
選

挙
を
経
て
、
政
治
的
に
先
鋭
化
し
て
お
り
、
も
は
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

討
議
す
る
段
階
を
超
え
て
い
た
。
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
首
相
も
、

Ｂ
Ｈ
Ｖ
問
題
に
つ
い
て
は
、
よ
り
柔
軟
に
対
応
で
き
る
検
討
の
場

が
好
ま
し
い
旨
表
明
す
る
。
二
〇
〇
四
年
一
一
月
九
日
に
は
協
調

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、「
制
度
改
革
関
係
閣
僚
会
議
（Conférence 
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interm
inistérielle de réform

es institutionnelles

）」
の
召
集
が

決
定
さ
れ
る
。
し
か
し
同
会
議
は
、
よ
り
柔
軟
な
議
論
の
な
か
で
合

意
案
を
探
る
た
め
、
二
〇
〇
五
年
一
月
一
七
日
に
、
作
業
部
会
の
設

置
を
決
定
し
た
だ
け
で
、
そ
の
後
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
、
本
格
的
な
議
論
は
二
〇
〇
七
年
の
総
選
挙
以
降
と

さ
れ
、
結
局
冒
頭
の
選
挙
後
の
政
治
危
機
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

一
九
七
〇
年
代
以
来
、
ベ
ル
ギ
ー
の
国
家
再
編
は
順
調
に
推
移
し
て

き
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
中
葉
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
危
機
を
経

験
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
変
化
は
、
い
か
な
る
要

因
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
か
？　

以
下
、
そ
れ
ら
の
考
え
ら
れ
る
要

因
の
検
討
を
行
う
。

Ⅱ　

ベ
ル
ギ
ー
の
政
治
危
機
と「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
」

一
九
八
〇
年
代
中
葉
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
統
合

の
進
展
と
と
も
に
幅
広
い
政
策
権
限
を
獲
得
し
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
法

制
が
「
規
則
（regulation

）」
や
「
指
令
（directive

）」
と
い
う

形
で
直
接
的
、
間
接
的
に
、
構
成
国
を
拘
束
す
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
、
構
成
国
の
立
法
の
大
き
な
部
分
は
、
Ｅ
Ｕ
の
指
令
の
国
内
法
制

化
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
政
策
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
は
国
家
行

政
一
般
に
も
幅
広
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
」は
一
般
的
に
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
政
治
的
・

経
済
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
が
国
家
の
政
治
や
政
策
決
定
の
組
織
的
論
理

性
の
一
部
と
な
る
に
つ
れ
、
そ
の
政
治
の
方
向
や
形
態
を
再
構
築
す

る
プ
ロ
セ
ス
」
と
定
義
さ
れ
る
（Ladrech 1994: 69

）。「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
化
」
は
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
が
構
成
国
の
国

内
体
制
や
政
治
・
政
策
に
拘
束
的
に
影
響
す
る
こ
と
に
よ
り
、
既
存

の
国
内
体
制
と
の
間
に
あ
る
種
の
不
適
合
（m

isfit

）
を
生
じ
さ
せ
、

そ
れ
に
対
し
て
国
内
政
治
が
取
り
う
る
対
応
一
般
と
考
え
ら
れ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
が
進
展
す
る
根
本
的
要
因
の
ひ
と
つ
と
も
い
え
る

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
の
な
か
で
、
構
成
国
内
に
お
い
て
は
経
済
的

脆
弱
性
が
存
在
し
、
そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
の
解
決
策
と
し
て
、

共
通
政
策
の
導
入
な
ど
を
含
め
た
構
成
国
に
一
定
の
調
整
圧
力
が
常

に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
の
解
決
法
の
受
容

形
式
と
し
て
は
、
①
強
制
（coercion

）、
②
適
応
（adaptation

）、

③
摸
倣
（m

im
esis, m

im
etism

）、
④
基
準
化
競
争
（regulatory 

com
petition

）
な
ど
が
想
定
で
き
る
が
、
各
構
成
国
が
実
際
ど
の
よ

う
な
解
決
法
を
受
け
入
れ
る
か
は
、
各
国
に
す
で
に
備
わ
っ
て
い
る

変
革
を
可
能
と
す
る
政
治
的
な
制
度
能
力
（political institutional 

capacity

）
や
既
存
の
政
策
遺
産
（policy legacy

）
な
ど
に
依
存

す
る
。
ラ
ダ
エ
リ
（Radaelli 1997

）
は
、
国
内
政
治
体
制
が
も
つ

政
策
選
好
（
＝
戦
略
）
や
国
内
的
抵
抗
を
説
き
伏
せ
る
こ
と
が
で

き
る
か
否
か
の
能
力
な
ど
に
よ
り
、
対
応
の
選
択
肢
と
し
て
①
吸

収
（absorption
）、
②
惰
性
に
よ
る
無
反
応
（inertia

）、
③
変
革

（transform
ation

）、
④
短
絡
的
反
応
＝
硬
直
化
（retrenchm

ent

）

の
四
つ
を
あ
げ
て
い
る＊＊

＊

。

こ
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
か
ら
国
内
レ
ベ
ル
へ
の
影
響

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
分
け
が
可
能
で
あ
る
一
方

で
、
ボ
ー
ゼ
ル
と
リ
ス
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
」
が
国
内
的
に
影
響

を
受
け
る
対
象
と
し
て
、
政
策
（Policies

）、
政
治
（Politics

）（
＝

政
治
過
程
）、
政
体
（Polity

）（
＝
政
治
構
造
）
の
三
つ
を
あ
げ
て
い

る
（Börzel and Risse 2000: 4-5

）。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
」
の
影
響

を
受
け
る
政
体
と
し
て
は
、
ま
ず
国
家
体
制
が
考
え
ら
れ
る
が
、
国

家
下
位
の
地
方
政
府
へ
の
影
響
も
十
分
考
え
ら
れ
る＊＊

＊

。
そ
の
場
合
注

目
さ
れ
る
の
が
、
付
与
さ
れ
た
権
限
や
財
源
が
限
定
的
な
こ
と
に
よ

り
直
接
的
な
影
響
を
受
け
に
く
い
、
い
わ
ば
国
家
体
制
の
な
か
に
ま

ぎ
れ
た
中
央
集
権
的
な
国
家
体
制
内
の
地
方
政
府
よ
り
、
地
方
分
権

化
が
進
ん
だ
国
家
の
な
か
の
地
方
政
府
へ
の
影
響
で
あ
る
。
ボ
ー
ゼ

ル
は
、
ド
イ
ツ
と
ス
ペ
イ
ン
の
分
権
化
を
分
析
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
対
し
て
中
央
・
州
間
で
伝
統
的
に
協
調
的
連
邦

主
義
が
取
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
一
九
七
八
年

の
分
権
化
以
降
、
当
初
は
自
治
州
は
中
央
政
府
に
対
し
て
競
争
的
行

動
を
と
っ
て
い
た
が
、
中
央
政
府
と
の
確
執
が
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策

に
お
い
て
の
障
害
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
に
つ
れ
、
協
調
的
関
係
に

移
行
し
た
と
報
告
し
て
い
る
（Börzel 1999

）。

一
方
、
ベ
ル
ギ
ー
の
連
邦
制
の
特
異
点
は
、
分
権
化
の
受
け
皿

が
、「
地
域
」
と
「
共
同
体
」
の
二
元
的
で
あ
る
点
と
、
国
家
と
地

域
、
共
同
体
の
関
係
が
非
階
層
的
で
あ
り
（Beyers and Bursens 

2006: 1060

）、
よ
っ
て
地
域
、
共
同
体
の
法
制
が
、
連
邦
法
に
従

属
す
る
こ
と
な
く
、
三
者
が
同
等
に
扱
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
非
階
層
性
は
、
地
域
、
共
同
体
が
国
家
か
ら
排
他
的
な
権
限
の

移
譲
を
受
け
た
と
き
、
自
律
的
な
法
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
結
果
的
に
国
家
と
地
域
・
共
同
体
、
ま
た
地
域
や
共
同
体
間

の
関
係
が
競
争
的
に
な
る
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
同

様
に
、
ベ
ル
ギ
ー
の
地
域
・
共
同
体
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
向
き
合

う
と
き
に
も
、
よ
り
自
立
的
で
あ
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
必
然
的
に

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
」
に
対
し
て
も
ス
ペ
イ
ン
同
様
に
競
争
的
戦
略
を

と
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
地
域
、
共
同
体
は
国
内
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
あ
る
種

の
権
能
を
排
他
的
に
享
受
し
て
い
て
も
、
他
方
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

や
、
よ
り
一
般
的
に
国
際
組
織
の
枠
組
み
で
同
権
能
が
か
か
わ
る
協

定
な
ど
が
交
渉
さ
れ
る
と
き
、
国
家
の
外
交
交
渉
権
と
の
矛
盾
に
突

き
当
た
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
協
定
が
発
効
し
、
そ
の
実

施
を
国
家
に
迫
る
と
き
、
実
際
の
行
政
に
責
任
を
持
つ
の
は
実
質
的

に
権
限
を
有
す
る
地
域
、
共
同
体
で
あ
る
と
い
う
矛
盾
も
抱
え
込
む

こ
と
と
な
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
規
則
の
よ
う
に
、
そ
の
実
施
が

直
接
的
か
つ
拘
束
的
で
あ
る
と
き
、
交
渉
に
参
加
し
え
な
い
地
域
、

共
同
体
が
抱
え
る
矛
盾
は
最
大
と
な
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
矛

盾
の
解
決
の
た
め
、
地
域
や
共
同
体
が
国
家
と
協
調
的
な
戦
略
を
と

る
必
然
性
も
生
じ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
協
調
体
制
の
前
提
と
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
に
ベ
ル
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ギ
ー
は
国
内
的
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
機
関
（
と
く
に
閣
僚
理
事
会
の

代
表
性
）
の
側
面
か
ら
制
度
設
計
を
行
っ
た
。
そ
れ
ま
で
閣
僚
理
事

会
に
は
国
家
代
表
の
み
が
参
加
で
き
た
の
に
対
し
て
、
欧
州
共
同
体

第
一
四
六
条
（
旧
）
の
修
正
に
よ
り
、
地
方
政
府
の
閣
僚
が
国
家
を

代
表
し
て
閣
僚
理
事
会
に
出
席
で
き
る
措
置
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ

に
は
ド
イ
ツ
と
と
も
に
、
ベ
ル
ギ
ー
の
働
き
か
け
も
重
要
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
る
。
他
方
、
国
内
的
に
は
一
九
九
四
年
に
、
連
邦
、
地
域
、

共
同
体
の
各
政
府
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
政
策
形
成
に
関
す
る
協
力

協
定
」
を
結
び
、
連
邦
外
務
省
内
に
「
欧
州
問
題
局
（D

irectorate 
European A

ffairs

）」
が
設
立
さ
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
閣
僚
理

事
会
に
お
い
て
討
議
さ
れ
る
事
項
は
事
前
に
こ
の
部
局
に
お
い
て
、

連
邦
、
地
域
、
共
同
体
の
担
当
大
臣
が
そ
れ
ぞ
れ
権
限
の
範
囲
で
出

席
し
て
ベ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
統
一
的
な
指
針
の
調
整
に
当
た
る
こ
と

と
な
っ
た
。
右
会
合
の
採
決
は
全
会
一
致
で
、
も
し
一
致
点
が
見
出

さ
れ
な
い
場
合
は
連
邦
、地
域
、共
同
体
外
務
大
臣
が
出
席
す
る
「
外

交
政
策
閣
僚
間
会
議
（Inter-M

inisterial Conference for Foreign 
Policy

）」
で
さ
ら
な
る
調
整
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
一
致
が
み
ら
れ
な

い
場
合
、
連
邦
、
地
域
、
共
同
体
の
首
相
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
裁

定
委
員
会
（D

eliberation Com
m

ittee

）」
が
、最
終
的
な
ベ
ル
ギ
ー

の
立
場
の
一
本
化
を
図
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。
さ
ら
に
閣
僚
理
事

会
へ
の
出
席
は
、
連
邦
が
主
要
権
限
を
有
す
る
場
合
は
連
邦
担
当
大

臣
が
、
ま
た
地
域
や
共
同
体
が
主
要
な
権
限
を
有
す
る
場
合
は
地
域

や
共
同
体
の
担
当
大
臣
が
六
ヶ
月
の
持
ち
ま
わ
り
制
で
ベ
ル
ギ
ー
を

代
表
す
る
方
式
が
定
ま
っ
た
（Beyers and Bursens 2006

）。

し
か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
国
家
下
位
体
制
へ
の
影
響
の
分
析
に

は
、
個
々
の
政
策
領
域
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
な
い
し
は
地
域
な
ど
に

移
譲
さ
れ
て
い
る
か
否
か
の
見
極
め
が
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
セ

ク
タ
ー
別
の
分
析
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
こ
で
は
バ
イ
ヤ
ー
ズ
や
ブ
ル
セ
ン
ズ
な
ど
に
よ
る
環
境
政
策
と

農
業
政
策
と
い
っ
た
、
地
域
レ
ベ
ル
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で

も
権
限
の
移
譲
が
大
き
く
進
ん
だ
二
分
野
に
お
け
る
ベ
ル
ギ
ー
の
中

央
政
府
と
地
域
政
府
間
の
協
力
、
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
へ
の
代

表
問
題
に
関
す
る
分
析
を
紹
介
す
る
。

環
境
政
策
は
、
海
洋
汚
染
、
放
射
能
汚
染
、
廃
棄
物
移
送
と
い
っ

た
限
ら
れ
た
権
限
を
連
邦
政
府
が
有
す
る
以
外
、
そ
の
多
く
の
権
限

が
す
で
に
地
域
に
移
譲
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル

で
決
定
さ
れ
る
環
境
法
制
も
数
多
く
存
在
し
て
お
り
、
よ
っ
て
ベ
ル

ギ
ー
の
立
場
を
調
整
す
る
機
関
と
し
て
、
連
邦
と
地
域
の
環
境
大

臣
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
国
際
環
境
政
策
調
整
委
員
会
（Coordination 

Com
m

ittee on International Environm
ental Policy

）」
が
一
九
九
二

年
以
来
設
置
さ
れ
て
い
る
。
同
委
員
会
は
環
境
政
策
に
関
す
る
全

体
会
合
を
開
催
し
、
か
つ
テ
ー
マ
別
作
業
部
会
や
技
術
専
門
家
会

議
な
ど
の
作
業
分
担
の
決
定
権
を
持
つ
。
テ
ー
マ
別
作
業
部
会
や
技

術
専
門
家
会
議
は
専
門
性
に
基
づ
き
、
連
邦
、
地
域
な
ど
す
べ
て
の

レ
ベ
ル
か
ら
選
出
さ
れ
る
が
、
環
境
行
政
の
実
質
的
な
部
分
が
地
域

政
府
の
所
管
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
多
く
は
地
域
政
府
の
専

門
家
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
会
合
で
合
意
さ
れ
た
ベ
ル

ギ
ー
と
し
て
の
統
一
的
な
立
場
は
最
終
的
に
は
全
体
会
合
で
の
全
会

一
致
に
よ
る
承
認
を
必
要
と
し
、
調
整
委
員
会
で
一
致
が
み
ら
れ
な

い
と
き
は
、
前
述
の
「
外
交
政
策
閣
僚
間
会
議
」
で
、
ま
た
そ
こ
で

も
一
致
が
み
ら
れ
な
い
場
合
は
さ
ら
に
上
位
の
「
裁
定
委
員
会
」
で

調
整
が
図
ら
れ
る
。
し
か
し
環
境
の
専
門
家
や
環
境
大
臣
は
一
般
的

に
こ
の
よ
う
な
政
治
的
空
白
を
生
む
政
治
化
を
嫌
い
、
よ
っ
て
基
本

的
に
は
調
整
委
員
会
レ
ベ
ル
で
調
整
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る

（Bursens and Geeraets 2006

）。

農
業
も
、
環
境
同
様
に
段
階
的
に
地
域
へ
の
権
限
委
譲
が
進
ん

だ
分
野
で
あ
り
、
二
〇
〇
一
年
以
降
、
そ
の
多
く
の
権
限
は
地
域

に
帰
属
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
八
八
年
に
は
す
で
に
農
業
政

策
の
非
公
式
な
調
整
機
関
と
し
て
「
農
業
常
任
作
業
グ
ル
ー
プ

（Perm
anent W

orking Group

）」
が
設
立
さ
れ
て
い
た
が
、
同
組

織
は
一
九
九
〇
年
に
は
公
式
な
調
整
機
関
に
改
組
さ
れ
る
。
こ
の

間
、
農
業
権
限
の
中
央
か
ら
地
域
へ
の
移
譲
に
伴
い
同
機
関
も
中
央

政
府
主
導
か
ら
中
央
・
地
域
連
携
の
機
関
に
変
容
す
る
。
さ
ら
に

二
〇
〇
一
年
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
農
業
権
限
が
地
域
へ
移
譲
さ
れ
た
の

を
受
け
て
、
同
機
関
は
「
農
業
調
整
室
（Coordination O

ffi
ce for 

A
griculture

）」
へ
と
組
織
替
え
さ
れ
、
地
域
主
導
の
運
営
が
本
格

化
す
る
（Beyers, D

elreux and Steensels 2004

）。
で
は
そ
こ
で

は
連
邦
政
府
の
役
割
、
ま
た
権
限
は
す
べ
て
終
了
し
た
の
か
と
い
う

と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
の
政
策
の
履
行
に
は
予
算
の
裏
づ
け
が
必

要
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
の
予
算
理
事
会
は
ま
だ
連
邦
政
府
が
押
さ
え
て
い

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
化
さ
れ
た
農
業
政
策
に
お
い
て
も
ま
だ
連

邦
・
地
域
間
の
協
力
関
係
は
重
要
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

結
び
に
か
え
て
―
―
多
極
共
存
型
民
主
主
義
か
ら
の
観
点

前
章
の
ベ
ル
ギ
ー
、ス
ペ
イ
ン
、ド
イ
ツ
の
分
析
の
例
で
は
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
化
」
の
構
成
国
へ
の
影
響
は
基
本
的
に
中
央
政
府
と
地
方

政
府
間
に
一
種
の
協
調
的
関
係
を
作
り
出
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
で
は
最
近
の
ベ
ル
ギ
ー
の
危
機
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば

よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
」

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
政
策
決
定
過
程
へ
の
影
響
力
を
確
保
す
る

た
め
に
、
中
央
政
府
と
地
方
政
府
間
の
協
力
を
促
し
つ
つ
も
、
地

方
（
地
域
）
政
府
間
の
潜
在
的
対
立
は
継
続
し
て
い
る
と
考
え
る
べ

き
で
あ
り
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
」
と
地
域
政
府
間
関
係
の
関
連
性
の

分
析
は
、
今
後
試
み
ら
れ
る
べ
き
点
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
他
方

で
、
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
の
危
機
は
、
多
極
共
存
型
民
主
主
義
の
崩
壊

と
い
っ
た
別
の
観
点
か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る

（D
eschouw

er 2006

）。

多
極
共
存
型
民
主
主
義
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
の
政
治

学
者
レ
イ
プ
ハ
ル
ト
（A

rend Lijphart

）
が
英
米
流
の
二
大
政
党

制
の
安
定
性
理
論
に
対
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
、
レ
バ
ノ
ン
な
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ど
、
宗
教
的
、
言
語
的
、
社
会
経
済
的
に
分
裂
し
た
社
会
で
も
、
分

断
化
さ
れ
た
集
団
（pillar

）
を
代
表
す
る
政
治
エ
リ
ー
ト
間
の
協

力
に
よ
り
、
安
定
的
な
民
主
主
義
の
運
営
が
可
能
と
し
た
も
の
で
、

ベ
ル
ギ
ー
も
そ
の
典
型
例
に
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

ベ
ル
ギ
ー
を
多
極
共
存
型
民
主
主
義
の
観
点
か
ら
初
め
て
分
析
し

た
の
は
フ
イ
ス
（H

uyse
）
で
あ
る
が
、
そ
の
分
析
の
対
象
は
戦
後

か
ら
一
九
六
〇
年
代
と
い
う
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

そ
の
時
期
は
、
戦
後
す
ぐ
（
一
九
五
〇
年
）
の
国
王
レ
オ
ポ
ル
ド
三

世
の
帰
還
問
題
や
一
九
五
七
～
五
八
年
の
公
立
学
校
問
題
な
ど
、
キ

リ
ス
ト
教
政
党
が
社
会
党
・
自
由
党
と
対
立
す
る
、
宗
教
に
起
因
す

る
問
題
が
発
生
し
、
そ
れ
ら
が
三
政
党
の
リ
ー
ダ
ー
の
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
の
下
で
解
決
さ
れ
た
点
に
注
目
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー
が
多
極
共
存
型

民
主
主
義
の
社
会
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

ベ
ル
ギ
ー
で
は
そ
の
後
、
上
述
の
よ
う
に
地
域
政
党
の
台
頭
に
対

応
す
る
た
め
、
宗
教
問
題
の
解
決
と
同
様
に
三
大
政
党
間
の
協
力
の

下
一
九
七
〇
年
か
ら
の
憲
法
改
正
が
始
ま
り
、
そ
の
過
程
で
、
連

邦
諸
機
関
に
お
け
る
言
語
的
対
等
性
や
「
警
報
」
措
置
と
い
っ
た

言
語
少
数
派
保
護
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
し
か
し

一
九
七
〇
年
代
は
、
ま
た
六
〇
年
代
末
の
キ
リ
ス
ト
教
政
党
に
続

き
、
自
由
党
、
社
会
党
の
三
大
政
党
が
党
内
の
内
部
対
立
を
原
因
に

言
語
別
の
政
党
に
分
裂
し
、
同
時
に
沿
岸
部
産
業
の
台
頭
に
よ
り
、

フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
ワ
ロ
ン
に
対
す
る
経
済
的
優
位
性
が
、
人
口
上
の

優
位
性
と
一
致
を
み
た
と
き
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
五
〇

年
代
の
宗
教
的
対
立
で
領
域
性
が
前
面
に
出
て
い
な
か
っ
た
の
に

対
し
て＊＊

＊

、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
対
立
で
は
領
域
性
が
大
き
な
焦

点
と
な
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
憲
法
改
正
は
、
言
語
的
少
数

派
保
護
（
こ
れ
は
ベ
ル
ギ
ー
全
体
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
住
民
と
と

も
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
語
住
民
に
つ
い
て
も
い
え
る
）

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
足
枷
の
下
、
政
治
的
危
機
と
、
政
治
リ
ー
ダ
ー
間
の

協
力
・
妥
協
の
結
果
と
し
て
成
立
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

も
そ
の
過
程
で
言
語
的
に
分
裂
し
た
伝
統
政
党
は
全
国
レ
ベ
ル
の
政

治
的
リ
ー
ダ
ー
を
失
い
、
か
つ
と
く
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
で
は
地
域
民

族
政
党
の
追
撃
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
（D

e W
inter et al. 2006: 

40-41

）。
さ
ら
な
る
一
連
の
改
正
の
結
果
、
一
九
九
三
年
に
は
ベ
ル

ギ
ー
は
連
邦
国
家
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
連
邦
制
が
、

ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
、
米
国
と
い
っ
た
従
来
の
連
邦
国
家
と
大
き
く
異

な
る
の
は
、
小
さ
な
政
治
単
位
が
結
び
合
っ
て
成
立
し
た
（getting 

together

）
の
で
は
な
く
、
中
央
集
権
国
家
が
分
裂
し
て
成
立
し

た
（splitting apart

）
連
邦
で
あ
る
点
で
あ
る
（Sw

enden, Brans 
and D

e W
inter 2006: 864

）。
そ
こ
で
の
政
治
的
圧
力
は
さ
ら
に

小
さ
な
政
治
的
単
位
の
方
向
に
向
い
て
お
り
、
連
邦
制
か
ら
国
家
連

合
へ
の
移
行
の
可
能
性
も
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
政
治
状
況
の
変
化
が
、
一
九
七
〇
年
代
の
多
極
共

存
型
民
主
主
義
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
具
現
化
し
た
憲
法
下
で
発
現
し
た

の
が
現
代
の
ベ
ル
ギ
ー
の
政
治
危
機
の
根
本
原
因
と
考
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

◉
注

＊
１　

下
院
一
五
〇
議
席
中
の
主
要
政
党
の
得
票
議
席
は
、
キ
リ
ス
ト

教
政
党
四
〇
（
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
側
〔
Ｖ
〕
三
〇
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
側

〔
Ｆ
〕
一
〇
）、
自
由
党
四
一
（
Ｖ
一
八
、
Ｆ
二
三
）、
社
会
党
三
四
（
Ｖ

一
四
、
Ｆ
二
〇
）、
環
境
党
一
二
（
Ｖ
四
、
Ｆ
八
）
で
あ
る
。

＊
２　

対
立
の
焦
点
は
、
国
家
再
編
の
投
票
に
通
常
の
三
分
の
二
の
特
定

多
数
決
を
採
用
し
た
い
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
側
と
、
言
語
グ
ル
ー
プ
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
た
特
定
多
数
決
の
適
用
を
望
む
フ
ラ
ン
ス
語
側
と
い
う
、

言
語
対
立
の
中
心
問
題
に
か
か
わ
っ
て
い
る
（Le Soir en ligne le 2 

déc 2007

）。

＊
３
「
地
域
」
の
対
象
が
こ
の
よ
う
に
二
方
向
に
拡
散
し
て
い
る
背
景

に
は
、
既
存
の
基
本
的
統
治
政
体
で
あ
る
国
家
が
機
能
不
全
を
起
こ
す

な
か
、
ラ
テ
ン
語
の rego

「
統
治
す
る
」
を
語
源
と
す
る
リ
ー
ジ
ョ
ン

（region

）に
関
心
が
集
ま
っ
た
結
果
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

＊
４　

｢

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化｣

の
研
究
系
譜
を
紹
介
し
た
論
文
と
し
て
若
林

（2004

）
を
参
照
。

＊
５　

ル
ヴ
ァ
ー
ン
大
学
の
分
割
問
題
で
党
内
の
言
語
的
分
裂
が
危
機
的

で
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
政
党
は
す
で
に
一
九
六
八
年
に
キ
リ
ス
ト
教
人

民
党（
Ｃ
Ｖ
Ｐ
）と
、キ
リ
ス
ト
教
社
会
党（
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）に
分
裂
し
て
い
た
。

＊
６　

一
九
九
三
年
の
憲
法
改
正
ま
で
の
国
家
再
編
過
程
に
つ
い
て
く
わ

し
く
は
、
若
林
（1999

）
を
参
照
。

＊
７　

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
地
域
の
執
行
機
関
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
、
若
林

（1999

）
を
参
照
。

＊
８

一
九
五
八
年
以
来
初
め
て
、
キ
リ
ス
ト
教
政
党
を
除
外
し
て
発
足

し
た
政
権
は
、自
由
主
義
系
政
党（
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
黄
色
）、社
会
党（
シ

ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
赤
）、
環
境
政
党
（
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
緑
）
の
連
立
に
よ

り
成
り
立
っ
て
お
り
、
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
。

＊
９　

オ
ラ
ン
ダ
語
対
訳
で
は Intergouverem

entele en interpar-
lem

entaire conferentie voor institutionele verniew
ing 

で
あ

る
が
、
報
道
に
お
い
て
は
直
ち
に Costa

（Conferentie voor Sta-
atbervorm

ing

）
の
略
称
の
方
が
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
フ

ラ
ン
ス
語
の
報
道
に
お
い
て
も
、Costa 

の
フ
ラ
ン
ス
語
対
訳
で
あ
る

Corée

（conférence pour la réform
e de l'Etat

国
家
改
革
会
議
）

の
名
称
も
、
時
々
は
使
用
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（Jacques et al. 

2001: 6　

注
四
）。

＊
10　

連
邦
政
府
か
ら
首
相
、
連
立
を
構
成
す
る
各
党
か
ら
の
副
首
相
、

お
よ
び
担
当
大
臣
（
合
意
時
の
場
合
は
予
算
相
は
社
会
党
の
副
首
相
）、

お
よ
び
各
共
同
体
・
地
域
の
首
相
五
人
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
Ｃ
Ｉ
Ｉ
Ｒ

Ｉ
よ
り
、
よ
り
制
限
的
と
な
っ
て
い
る
。

＊
11

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
郊
外
の
ア
ル
‐
ヴ
ィ
ル
ヴ
ォ
ル
ド
地
区
は
フ
ラ
ン

デ
レ
ン
地
域
に
属
し
つ
つ
も
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
隣
接
す
る
六
つ
の
市

町
村
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
系
住
民
が
多
数
派
を
占
め
て
お
り
、
言
語
的

に
も
特
別
措
置
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
勢
力
は
か
ね
が

ね
同
地
区
の
分
離
、お
よ
び
言
語
特
別
措
置
の
廃
止
を
求
め
て
い
た
が
、

今
回
同
地
区
の
分
離
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
わ
り
に
、
連
邦
・
欧
州

選
挙
に
お
い
て
同
地
区
の
フ
ラ
ン
ス
語
系
住
民
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
選

挙
区
で
、
ま
た
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
系
住
民
が
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
郊
外
地
区
で
投
票
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
（
理
由

は
無
駄
票
の
回
避
）、
仲
裁
裁
判
所
は
そ
れ
を
違
憲
と
し
た
の
で
あ
る
。

＊
12　

ボ
ー
ゼ
ル
は
同
じ
よ
う
に
、
国
内
政
治
側
の
対
応
と
し
て
、
自
ら

進
ん
で
変
革
に
対
応
す
る
①
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
（pace-setter

）、
人
の

足
を
引
っ
張
り
、
変
革
に
抵
抗
す
る
②
抵
抗
勢
力
（foot-dragger

）、
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じ
っ
と
形
勢
を
見
守
る
③
日
和
見
主
義
者
（fence-sitter

）
の
三
タ
イ

プ
を
識
別
し
て
い
る
。
い
か
な
る
政
策
（
＝
戦
略
）
が
選
好
さ
れ
る
か

は
ボ
ー
ゼ
ル
に
よ
れ
ば
、そ
れ
は
、そ
の
国
の
実
際
の
行
動
能
力
（action 

capacity
）
に
左
右
さ
れ
る
と
し
て
、
一
般
的
に
経
済
発
展
レ
ベ
ル
の

高
い
国
々
は
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
な
り
、
低
い
国
は
抵
抗
勢
力
に
、
そ

し
て
中
間
の
国
々
が
日
和
見
主
義
者
に
な
る
と
分
析
し
て
い
る（Börzel 

2002: 208-209
）。

＊
13　

Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
政
策
の
国
内
適
用
は
、
国
内
行
政
機
関
の
相
応
の

対
応
を
要
請
し
、
ま
た
国
内
諸
機
関
（
立
法
機
関
vs
行
政
機
関
、
中

央
vs
地
方
な
ど
）
間
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
変
更
し
、
そ
の
結
果
、

国
内
政
治
構
造
に
一
種
の
不
安
定
化
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
。

＊
14　

も
ち
ろ
ん
、
各
政
党
の
支
持
基
盤
の
地
域
的
な
違
い
に
よ
り
、

五
〇
年
代
の
問
題
に
お
い
て
も
、キ
リ
ス
ト
教
政
党
＝
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
、

自
由
党
＝
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
社
会
党
＝
ワ
ロ
ン
と
い
っ
た
、
問
題
に
対

す
る
あ
る
程
度
の
領
域
性
は
存
在
し
て
い
た
。
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